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1．学校紹介

　本校は，小坂町立小坂実科高等女学校として，
大正 5年に設立された。昭和 23 年に学制改革
により県に移管され，秋田県立小坂高等学校と
なった。創立以来，戦前は女子教育を担い，戦
後は普通科，家庭科，工業科からなる県下では
希な総合制高校として，多くの有為な人材を輩
出してきた。現在は普通科と環境技術科の 2ク
ラスである。校訓「和親」の精神のもと，特に
地域社会と連携した教育活動に力を入れてお
り，健全な心身と豊かな個性を育て，広く社会
の発展に貢献できる人材の育成に努めている。

2．環境技術科の紹介

　工業科である環境技術科は，2年次から電気
系と機械系に分かれる。｢環境に配慮したもの
づくりができる人材の育成 ｣を目指し，各種資
格・検定試験のチャレンジ，ものづくりコンテ
スト，リサイクル活動等の様々な活動を通して，
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図1　校舎全景

知識や技能レベルを向上させるとともに，実習
や課題研究のアクティブラーニングにより，環
境マインドを持った人材を育成している。

《令和元年度　主な資格取得実績》
技能検定 3級（機械保全）　　4名 合格率 80％
機械検査 3級  　　1名 100％
電気工事士　一種 　　4名 66％
　　　　　　二種 　  10 名 53％
初級 CAD検定  　　8名 57％
基礎製図検定  　　5名 39％
機械製図検定  　　1名 100％
溶接技能検定  　　3名 100％
計算技術検定 2級 　　2名 29％
ジュニアマイスター顕彰　（3年生在籍 23 名）
ゴールド表彰  　　2名
シルバー表彰  　　8名
《令和元年度　高校生ものづくりコンテスト実
績》
・全国高等学校ロボット競技大会出場
　予選を 38 位で通過，決勝トーナメント進出

図2　環境技術科教育課程
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　筆者は，認知科学という領域で，噺家が熟達
する過程の研究に於いて，コンピュータによる
シミュレーションの活用を通して学んだ，プロ
グラミングの前提になる発想法を基として論じ
ている。
　「プログラミング思考」について，使い方を
知りたいのならプログラム言語の本を調べれば
よいが，プログラミングの発想法は，いつ使い，
使うならどんなところに気をつければよいのか
という機微な事項に配慮しつつ，自分の身体の
ように使いこなす学び方について論じている。
　この本は，具体的な展開内容から見て，生徒
達にも読んでほしい単行本なので，学校図書室
に備えたい一冊でもある。
　序章「しくむ私」の発想法では，「こんなこ
とができたらいいな」をキーワードに，こうし
た願いを実現するための考え方として「プログ
ラミング思考」を論じている。
　この考え方は，コンピュータを動かす時だけ
でなく，「演算装置」としての自分を駆動させ
たり，環境に働きかけたりするときにも適用で
きるとしてその事例を展開している。
　第 1章「プログラミング思考の射程」では，
学習指導要領の改訂で 2020 年度から小学校に
導入される「プログラミング思考」の事例を紹
介している。
　具体的には，児童一人ひとりが意図する一連
の活動を実現するためには，どのような動きの
組合せが必要であり，一つ一つの動きに対応し
た記号を，どのように組み合わせたらいいのか，
また改善したらいいのかを論理的に考えていく
力の育成である。ここでのプログラム教育の目

的は，具体的な操作や対処法といったスキルで
はなく，その根底にある「思考法」であると紹
介している。
　第 2章「プログラミングの発想法」では，前
述した「こんなことができたらいいな」を実現
するために，手順や組合せを工夫していく「プ
ログラミング思考」について，プログラム言語
で開発されてきたアルゴリズムやデータ構造を
知ることは，問題解決の手順を知ることである
と，事例を展開して紹介している。
　第 3章「自分を演算装置にして問題を解決す
る」では，「道具」を例に，その背景には「目
の前にある不満な状態を，なんとか解消したい
欲求」があり，かつその「道具」が機能を発揮
するときには「道具」は身体の一部になる。
　つまり，そこでは自分の身体や思考は「道具」
の一部になるから「自分自身もまた道具だ」と
し，「自分」をうまく導いてくれるプログラマ
になって，「こんなことができたらいいな」を
実現する「プログラミング思考」の事例が上げ
られている。
　第 4章「『しくむ私』が織り込まれた環境を
つくる」では，プログラミング思考が効率化を
生むのは，健全な使い回しという工夫ができる
ことであるが，使うことが無条件に肯定されて，
なぜそのやり方を選んだのかに無自覚になる
と，使い回しの弊害がでると指摘している。
　また環境に働きかける「プログラミング思考」
では，「自分の周囲の人たちも演算装置だ」と
するとらえ方についても述べている。
　「おわりに」では，「プログラミング思考」に
ついて，「なぜプログラミングが必要なのか」，
「プログラミングでは，どうなると良いと考え
るのか」，「私たちの生活に役立つことはあるの
か」という疑問に答えてくれる本として執筆し
たとまとめている。
（集英社新書 , 189 頁 , 780 円＋税）　　（山下省蔵）

プログラミング思考のレッスン
『私』を有能な演算装置にする

野村亮太　著
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・溶接部門秋田県大会
　団体準優勝，個人優勝（東北大会出場予定）

3．地域連携活動の紹介

　「第 2期あきた教育振興に関する基本計画」
の大きな目標の 1つが「地域とともに取り組む
多様な教育活動の展開」であり，ふるさと教育
を基盤とし地域等と連携したキャリア教育の充
実が施策の柱にある。郷土を支えていく人材に
なるように，本校では地域密着型教育を実践し
ている。そのいくつかを紹介する。

⑴　小坂七夕への参加
　小坂町最大の夏祭りである「小坂七夕祭」に
本校オリジナルの山車を制作し，2005 年以来
15 年連続で参加している。社会参加活動への
意識を養い，自ら行動する意欲と態度，郷土を
愛する心を育むことを目的としている。

成させることで生徒は達成感を感じるととも
に，自信と誇りを持つことができる大事な機会
である。ものづくりが人を大きく成長させる一
場面を垣間見ることができる。

⑵　小学校への出前授業
　小坂町が 2007 年度から 4年間，秋田県教育
委員会の「環境ものづくり人材育成事業」のモ
デル地区に指定されたことをきっかけに，もの
づくりへの関心を高めてもらおうと小坂小学校
を訪れて「ものづくり教室」を現在も継続して
行っている。
　今年度は本校生が各学年 6回にわたり小学校
の図工科や総合的な学習の授業に参加した。人
形の形を整える作業や装飾，釘打ちやボンドを
扱う作業，のこぎりで切る作業の補助やプレゼ
ンテーション資料作成を手伝った。
　小学生の授業に参加することにより，生徒た
ちは，日頃学んでいるものづくりの知識や技術

図5　骨組みに和紙を貼り付けている場面

図4　ライトアップされた山車　「那須与一」

図3　町内中心部を練り歩く本校生徒

　山車は青森ねぶたの流れをくむとされ，垂木
と番線の骨組みに和紙を貼り付けて中に電球を
仕込み，色を塗った絵灯籠風で今年の山車名は
平安時代の武将「那

な す の よ い ち

須与一」。新しい令和の時代，
困難なことがあっても与一の弓のよう乗り越え
て頑張っていけるようにとの願いが込められ
た。高さは約 4 mである。
　山車は毎年，課題研究の一環で 3年生が製作
している。丹精を込めてつくられた力作であり，
見る者に感動を与えてくれる。苦労しながら完
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を活用して臨機応変に対応していく力を育むこ
とができる。また，児童とのふれあいを通して，
個々への対応や異世代との関わり方を学ぶとと
もに，小坂高校への関心を高めてもらう機会と
している。初めはやや戸惑い気味の高校生だが
元気で純朴な小学生の影響を受け，丁寧で積極
的な姿勢に変わっていく。教えることは学ぶこ
とでもあり，高校生にとっても貴重な学習の場
である。

⑶　特別支援学校かづの校高等部との交流
　異校種交流の一環として毎年実施している。
本校はものづくり，かづの校は室内での「ネオ
ホッケー」という両校それぞれの特色を活かし
た交流である。
　ものづくりでは，クリスマスに向け「音と光」
を醸し出す「メロディーキット」と「LED飾り」
を製作した。特に精密さが要求されるハンダ付
けでは，本校 3年生が付き添って一つ一つの工
程をわかりやすく説明しながら，「電子機器組
立技能士」資格取得のために磨いた技術を存分
に発揮した。初めは慣れない手つきで作業して

いたかづの校の生徒たちも完成に近づくにつ
れ，ものづくりの楽しさと達成感を味わう様子
が窺えた。
　「ネオホッケー」はアイスホッケーの床バー
ジョン的な競技。かづの校が授業で取り組んで
おり，かづの校の生徒から本校生徒に指導いた
だきながら簡単な練習とルールを学んだ後，6
対 6の試合形式で汗を流し，友情と互いの理解
を深め合った。
　この交流に先立ち 1週間程前に，かづの校の
教諭に来校してもらい，3年生に対して「生徒
向け発達障害理解講座」を実施している。この
講座は，発達障害の特性と困り感についてのわ
かりやすい説明と，具体的な対策を考える演習
を通して学びを深める内容となっている。生徒
たちは当事者意識を持って学ぶことができ，障
害理解のみならず自己理解も深めることができ
たようである。そして実際に交流することで人
間愛の大切さを体得することができたと思う。

⑷　課題研究発表会
　本校は，国重要文化財である「康楽館」を会
場に，小坂町関係者や企業，保護者・地域の方々
に来場いただき課題研究発表会を実施してい
る。以前は工業科のみの発表であったが，3年
前から普通科においても探求的活動の成果を発
表する場となっている。町が誇る「日本一歴史
のある芝居小屋」で行うことで生徒のモチベー

図6　6年生の図工科の授業に参加する本校生 図8　ハンダ付けを教える本校生

図7　小学生の作業を補助する本校生
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ションも上がり，郷土愛を育む機会でもある。
　「課題研究」は探究的活動の最たるものであ
り，発表会も県内ほとんどの工業高校で実施さ
れている。秋田県では「工業系生徒による課題
研究発表会」を毎年 2月に実施しており，県内
11 校の代表が集い研究成果やプレゼン力を競
う。今年度で 6回を数える。
　本校は今回が 12 回目であり，小坂町の行事
としても定着している。何事にも言えることだ
が，続けているからこそ進化があり質の高いも
のができあがる。心に刻まれた 3年生の発表が
翌年の発表の糧になる。また，地域あげての盛
り上がりが生徒の学習意欲を高め，深い学びに
つながっている。

　カリキュラムマネジメントの側面の1つに「教
育活動に必要な人的・物的資源を，地域等の外
部資源を含めて活用しながら効果的に組み合わ
せる」とある。発表後，デジタルプレゼンテー
ション「秋田・小坂の四季」に感動した参加者

から，年祝いの席等で上映できないか，また，
町関係者からは「鉄道のある街」の模型を町の
施設に展示できないか，等の要望があった。溶
接班が丸棒（炭素鋼）を加工して製作するフラ
ワースタンドも素晴らしい出来栄えで人気があ
る。地域の協力で得られた成果を地域に還元で
きるということは，理想的な形での連携になる
のではあるまいか。

4．おわりに
　本校は，地域を愛し地域に愛される生徒像を
追い求めており，上記以外にも，年 2回の町内
全校クリーンナップ，除雪ボランティア，よさ
こいチーム「聖

せいはりえんじゅ

針槐」の地域行事での演舞等，
年間を通して地域と連携した教育活動を行って
いる。そこは生徒が成長するための大事な舞台
であり，そこで育まれた郷土愛は地域を支えて
いく大きな力となることを確信している。

図9　国重要文化財　「康楽館」

図12　溶接班が製作したフラワースタンド

図11　Nゲージ鉄道模型の走行場面

図10　オープニングでのよさこいチームの演舞
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